
 
 

当院では、アメリカやヨーロッパの統合医療で行われている点滴療法を導入しております。点滴で用

いるお薬は、もともと人の体にとって必要な（もともと体の中にある）ビタミンやミネラル、生理活性

物質と言ったものです。これらを特定の疾患に対して高濃度に用いることにより病気の改善を図る（薬

理的な効果を期待する）治療法です。副作用の非常に少ない「こころとからだにやさしい」治療法です。

御希望のある方は、医師の方まで御相談下さい。 
 

 

 ビタミン C を超高濃度（50g～75g）に点滴する治療法です。超高濃度

に点滴されたビタミン C は癌細胞だけを攻撃する「抗がん剤」として作

用します。 
（適応疾患）悪性リンパ腫、膵臓がん、卵巣がん、子宮頸がん、子宮体

がん、乳がん、肺がん、前立腺がん、大腸がん、肝臓がん、

食道がん、腎臓がん、膀胱がん、胃がん、白血病他全ての

がん 
（低～中濃度点滴の場合） 
      アレルギー性鼻炎・気管支喘息等のアレルギー疾患、美肌

など美容効果、上気道感染症等 
 

 

 脳にとって最も重要な抗酸化物質であるグルタチオンを高濃度に点滴します。 
（適応疾患）パーキンソン病など神経変性疾患、化学療法（シスプラチン）による末梢神経障害、閉塞

性動脈硬化症、有害化学物質の暴露、原因不明の全身倦怠感等 
 

 
 もともと体の中にある栄養素（ビタミン B1、B2、B3、B5、B6、B12、ビタミン C、カルシウム、マ

グネシウムなど）を、薬理的効果を狙って投与します。 
（適応疾患）気管支喘息発作、偏頭痛発作、全身倦怠・疲労、慢性疲労症候群、繊維筋痛症、こむら返

り、急性上気道炎、慢性副鼻腔炎、アレルギー性鼻炎、心不全、狭心症、慢性蕁麻疹、生

理不順、耳鳴り等 
 

＊上記点滴療法には健康保険は使えません。完全自由（自費）診療となります。 

 


